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　クリスマスを迎える前は、いくつになって
も心がときめきます。 
　子どものころイブの夜、ワクワクする気持
ちを抑えながら眠りにつくと、朝には枕元に
包みが置かれていました。ドキドキしながら
包みを開けて、欲しかった物が出てきた時の
喜びは今思い出しても心が弾みます。 
　子どものころ不思議に思ったのは、サンタ
さんは世界中の子どもたちの欲しい物を、ど

うして知ることができるのか？　ということ
でした。 
　親に尋ねてみたら「サンタさんに通じる特
別の電話回線があってね…」（？）昨今のサ
ンタさんは国際モードの携帯電話が必需品に
なっているのでしょうか（笑）。 
　今年のクリスマスを、世界中の子どもたち
が温かい思いで迎えることが出来ますように！
Merry Christmas!  
　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●クリスマスの夜～「あっ、サンタさんだ！」～】 
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市政の窓 ３ 
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者の皆さん 
をご紹介します 
地区サロンコンサート～お寺でクラ 
ッシク音楽を～ 
第１０回いわくら五条川マラソン 
第１１回民俗資料企画展「戦国武将山 
内一豊と千代のパネル展」 
市民スペース　ミニステージ・市民 
ギャラリー情報 
アダプトプログラムに参加してみませんか 
第２回史跡公園アダプトプログラム 
参加者を募集します 
図書館からのお知らせ 
岩倉市まちづくり文化振興事業助成制度 
岩倉市防犯対策助成金交付制度をご利 
用ください 
木造住宅の無料耐震診断を行っています 
ごみ出しルールを守っていますか？ 
電子申請をご利用ください 
指名競争入札結果 
１２月９日は障害者の日 
介護保険制度改正内容のポイント 
平成１８年度課税分から６５歳以上の人の個 
人市・県民税の課税方法が一部変わります 
岩倉市火災予防条例の一部が改正され 
ました 

岩倉総合高等学校 
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…１０ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 
曽野町かいわい 

いわくら市民ふれ愛まつり２００５・戦 
後６０年等平和祈念事業・市民音楽祭 

学校通信 ２６ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２４ 

１６ 

「飛蚊症」網膜剥離のシグナル 
ひ　ぶん　しょう もう　まく　はく　り 

知っておきたい健康講座 

五条川軟式野球スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

１７ 
健康食品の訪問販売トラブル 

消費者トラブルに巻き込まれ 
ないために 

１６ 

岩倉市人事行政の運営等の状況 １３ 

クリーンチェックいわくら２００５ご協力 
ありがとうございました １２ 

２７ フォトニュース 

ぶらりいわくら再発見 

▲１０月３０日、いわくら塾

の「親子イキイキいも掘り大

会」が開かれ、親子連れなど

約３００人が実りの秋を楽し

みました。 

暮らしのガイド １８ 
催し １８ 

手続き １９ 

健康 ２０ 

講座・教室 ２０ 

相談・その他 ２０ 

募集 １９ 
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受
賞
の
ご
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、

ご
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
。 

旭
日
双
光
章
（
秋
の
叙
勲
） 

★
地
方
自
治
功
労
　 

　
後
藤
不
言
（
７９
歳
）
中
央
町 

★
保
健
衛
生
功
労 

　
長
谷
川
義
夫
（
７７
歳
）
本
町 

瑞
宝
単
光
章
（
秋
の
叙
勲
） 

★
ガ
ス
業
務
功
労 

　
福
井
定
雄
（
６５
歳
）
宮
前
町 

岩
倉
市
表
彰
　
岩
倉
市
で
は
、
毎
年
１２
月

１
日
の
市
制
記
念
日
に
、
岩
倉
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
。 

●
自
治
功
労
者
表
彰 

★
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献 

　
岸
孝
之
（
稲
荷
町
）
、
横
江
英
樹
（
新

柳
町
）
、
伊
達
征
人
（
一
宮
市
）
、
服
部

靖
夫
（
石
仏
町
） 

●
一
般
表
彰 

★
教
育
・
体
育
・
学
術
そ
の
他
文
化
の
振

興
に
貢
献 

　
櫻
井
精
一
（
大
山
寺
町
）
、
松
井
啓
次

郎
（
石
仏
町
） 

★
民
生
の
安
定
に
貢
献 

　
桐
山
英
子
（
曽
野
町
） 

★
保
健
衛
生
に
貢
献 

　
中
川
浩
（
曽
野
町
）
、
伊
藤
正
子
（
八

剱
町
）
、
江
　
憲
子
（
中
本
町
）
、
小
笠

原
三
代
子
（
西
市
町
）
、
関
戸
直
代
（
西

市
町
）
、
中
村
悦
子
（
中
央
町
）
、
西
村

明
美
（
東
新
町
）
、
本
藤
さ
な
ゑ
（
野
寄

町
）
、
山
川
令
子
（
新
柳
町
）
、
吉
田
公

子
（
曽
野
町
） 

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰 

★
婚
姻
後
６０
年
を
迎
え
ら
れ
た
人 

　
浅
田
兼
光
・
昭
子
（
川
井
町
）
、
浅
田

照
義
・
諒
子
（
川
井
町
）
、
石
黒
直
明
・

久
子
（
東
町
）、
伊
藤
重
夫
・
百
合
子
（
鈴

井
町
）、
上
田
光
雄
・
美
代
子
（
中
本
町
）、

櫻
井
義
行
・
基
（
北
島
町
）、新
妻
正
勝
・

榮
子
（
曽
野
町
）
、
長
谷
川
大
入
・
久
子

（
稲
荷
町
）
、
宮
田
寛
夫
・
　
　
子
（
石

仏
町
） 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
１
）
ま
で
。 

　 

     

　
岩
倉
市
で
は
、
お
寺
の
本
堂
で
ク
ラ
ッ

シ
ク
音
楽
を
聴
い
て
い
た
だ
く
「
弦
楽
四

重
奏
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。 

●
と
き
　
１２
月
３
日
　
午
後
２
時
〜
３
時

３０
分 

●
と
こ
ろ
　
長
遠
寺
（
八
剱
町
） 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。 

●
出
演
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

（
バ
イ
オ
リ
ン
…
鬼
塚
博
道
・
吉
岡
秀
和
、

ビ
オ
ラ
…
石
川
公
実
、
チ
ェ
ロ
…
越
野
智

子
） 

●
主
な
曲
　
四
季
か
ら
「
冬
」
／
ビ
バ
ル

デ
ィ
　
ほ
か 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習

課
文
化
振
興
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲１０月

の「親子イ

会」が開か

約３００人

みました。

（土） 

平
成
１７
年 

叙
勲
受
章
者
と
岩
倉
市
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す 

地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

　
〜
お
寺
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
〜 

ご
　
と
う
　
ふ
　
げ
ん 

は

せ

が

わ

 

よ
し
　
お 

は

せ

が

わ

 

だ
い
　

に
ゅ
う 

ひ
さ
　
こ 

み
や
　
た
　
ひ
ろ
　
お 
た
　
つ
　
こ 

ふ
く
　
い
　
さ
だ
　
お 

き
し
　

た
か
　

ゆ
き 

よ
こ
　
え
　
ひ
で
　
き 

は
っ
と
り 

だ
　
て
　
ゆ
き
　

ひ
と 

さ
く
ら
　
い
　
せ
い
　

い
ち 

ま
つ
　
い
　
け
い
　
じ 

き
り
　

や
ま
　

ふ
さ
　
こ 

な
か
　

が
わ
　

こ
う 

え
　
さ
き
　

の
り
　
こ 

わ
ら
　
み
　
よ
　
こ 

な
か
　

む
ら
　

え
つ
　
こ 

あ
さ
　
だ
　
か
ね
　

み
つ 

あ
さ
　
だ 

て
る
　
こ 

て
る
　

よ
し 

い
し
　

く
ろ
　

な
お
　

あ
き 

お
に
　

づ
か
　
ひ
ろ
　

み
ち 

よ
し
　

お
か
　

ひ
で
　

か
ず 

い
し
　

か
わ
　
く
　
み 

こ
し
　
の
　
と
も 

ひ
さ
　
こ 

い
　
と
う
　

し
げ
　
お 

う
え
　
だ
　
み
つ
　
お 

ゆ
　
り
　
こ 

み
　
よ
　
こ 

さ
く
ら
　
い
　
よ
し
　

ゆ
き 

は
じ
め 

に
い
　

づ
ま
　

ま
さ
　

か
つ 

え
い
こ 

ま
さ
　
こ 

や
ま
　

か
わ
　

れ
い
　
こ 

よ
し
　
だ
　
き
み 

こ 

に
し
　
む
ら 

あ
け
　
み 

ほ
ん
　

ど
う 

え 

せ
き
　
ど
　
な
お
　
よ 

お
　
が
さ 

い
　
と
う
　

ま
さ
　
こ 

ろ
う 

や
す
　
お 

こ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

     

●
と
き
　
平
成
１８
年
３
月
５
日
　
（
雨
天

決
行
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
開
会
・
閉
会
式
会
場
） 

●
コ
ー
ス
　
マ
ラ
ソ
ン
１０
㌔
コ
ー
ス
、
マ

ラ
ソ
ン
４
㌔
コ
ー
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
㌔

コ
ー
ス 

●
種
目 

マ
ラ
ソ
ン
１０
㌔
コ
ー
ス 

１
部
…
男
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

２
部
…
男
子
４０
歳
以
上 

３
部
…
女
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

４
部
…
女
子
４０
歳
以
上 

マ
ラ
ソ
ン
４
㌔
コ
ー
ス 

５
部
…
男
子
中
学
生 

６
部
…
男
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

７
部
…
男
子
４０
歳
以
上 

８
部
…
女
子
中
学
生 

９
部
…
女
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

１０
部
…
女
子
４０
歳
以
上 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
㌔
コ
ー
ス 

１１
部
…
一
般
、
高
校
生 

１２
部
…
小
・
中
学
生 

●
参
加
料 

・
マ
ラ
ソ
ン
１０
㌔
コ
ー
ス
…
一
般
・
高
校

生
１
千
１
０
０
円 

・
マ
ラ
ソ
ン
４
㌔
コ
ー
ス
…
一
般
・
高
校

生
１
千
１
０
０
円
、
中
学
生
４
０
０
円 

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
㌔
コ
ー
ス
…
一
般
・
高

校
生
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円 

●
申
込
方
法
　
平
成
１８
年
１
月
１１
日
　
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
申
込
書
は
市
内
の
各
施
設
で
配
布

予
定
で
す
）
。 

●
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
　
市
橋
有

里
（
１
９
９
９

年
セ
ビ
リ
ア
世

界
陸
上
女
子
マ

ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
） 

●
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
主
管
　
第
１０
回
い
わ
く
ら
五
条
川
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会 

●
申
込
・
問
合
先
　
い
わ
く
ら
五
条
川
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
（
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。

　 　 

    

　
平
成
１８
年
１
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で
司
馬
遼
太
郎
原
作
の
「
功
名
が
辻
」

が
放
映
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
主
人

公
に
わ
が
岩
倉
生
ま
れ
の
山
内
一
豊
公
が

登
場
し
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
戦
国
武
将
山
内
一
豊
と
千

代
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
戦
国
武

将
山
内
一
豊
と
千
代
の
夫
婦
愛
と
そ
の
足

跡
が
わ
か
り
や
す
い
物
語
の
展
示
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
見
る

う
え
で
も
山
内
一
豊
を
理
解
す
る
う
え
で

も
参
考
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

●
と
き
　
１２
月
２０
日
　
〜
平
成
１８
年
９
月

３０
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
図

書
館
の
休
館
日
は
休
み
で
す
） 

●
と
こ
ろ
　
図
書
館
３
階
郷
土
資
料
室 

●
主
催
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
・
岩
倉
民

具
研
究
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

（日） 

（火） 

（土） 

（水） 

第
１０
回 

い
わ
く
ら
五
条
川
マ
ラ
ソ
ン 

第
１１
回
民
俗
資
料
企
画
展 

 

「
戦
国
武
将
山
内
一
豊
と
千
代 

の
パ
ネ
ル
展｣ 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、２階には市
民ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利用していただけるスペー
スがあります。皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、年末および年
始は休みです）ただし、レストランの営業時間は、振替休日を除く月～土曜
日の午前９時から午後６時までです。 

【フラダンス披露会】 
●と　き　１２月４日（日）午後１時～２時 
●出演者　レッツ・エンジョイ・フラ 
●主な曲　涙そうそう、ホワイトクリスマス　ほか 
●問合先　中野（☎５３―９４２０）まで。 
【小さなミュージシャン・ミニコンサート】 
●と　き　１２月１８日（日）午後２時～４時 
●出演者　ＭＵＳＩＣ　ＳＰＡＣＥ 
●主な曲　オリジナル曲、自編曲などを披露します。 
●問合先　望月（☎６６―８８８２）まで。 

い
ち
　

は
し
　
あ 

り 

ミニステージ 
 

市民ギャラリー 
 【岩倉絵画協会展】 

●と　き　１２月１２日（月）～１８日（日） 
●問合先　桜井（☎３７―０７６２）まで。 
【岩倉鳴子おどりの会五条川桜活動パネル展】 
●と　き　１２月１９日（月）～２５日（日） 
●問合先　千原（☎３７―０４６０）まで。 
【平和のための戦争展】 
●と　き　１２月２６日（月）～平成１８年１月７日（土） 
（１２月２９日（木）～平成１８年１月３日（火）の期間、市役所はお休みです） 
●問合先　横江（☎６６―７９２０）まで。 
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マ
ラ
ソ
ン
１
㌔
コ

ス

一
般

高
校

が
放
映
さ
れ
ま
す

こ
の

ラ
マ
の
主
人

も
参
考
に
な
り
ま
す

ぜ
ひ

ご
覧
く
だ

（
☎

）
ま
で

 

　 

     

　
岩
倉
市
で
は
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
公
園
・
道
路
等
の
里
親
制
度
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

公
園
・
道
路
等
を
「
里
子
」
と
見
立
て
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
里
親
」
と
な
っ
て
定

期
的
に
空
き
缶
、
吸
殻
等
の
散
乱
ご
み
を

収
集
し
て
環
境
美
化
活
動
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
参
加
は
、
子
ど
も
会
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
、
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
、

個
人
、
企
業
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
参

加
団
体
等
に
は
、
市
よ
り
活
動
に
必
要
な

ご
み
袋
、
清
掃
道
具
、
腕
章
等
が
提
供
さ

れ
る
ほ
か
、
市
と
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
、

簡
単
な
合
意
書
の
交
換
が
あ
り
ま
す
。 

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　 

①
清
掃
美
化
す
る
区
画
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
な
る
市
民
や
団
体
、
企
業
が
「
里
親
」

と
し
て
一
定
区
画
（
公
園
・
道
路
等
）
を

自
分
の｢

里
子｣

と
み
な
し
、
定
期
的
に
清

掃
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

②
対
象
…
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
お
よ
び
個
人
、

企
業 

③
活
動
方
法
…
月
２
回
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
美
化
活
動 

④
活
動
内
容
…
公
園
・
道
路
等
の
環
境
美

化
活
動
（
空
き
缶
、
吸
殻
等
の
散
乱
ご
み

の
収
集
お
よ
び
除
草
等
） 

⑤
支
給
物
品
…
ご
み
袋
、
清
掃
道
具
、
腕

章
等 

⑥
手
続
き
…
里
親
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

環
境
保
全
課
に
あ
る
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
里
親
制
度
）
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓

発
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

      

　
市
内
の
環
境
美
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

岩
倉
市
で
は
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
市

内
数
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
歴
史
学
習
、
ま
た
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
史
跡
公

園
を
自
分
た
ち
の
手
で
キ
レ
イ
に
し
ま
せ

ん
か
？ 

●
活
動
日
　
１２
月
１４
日
　
午
後
１
時
３０
分

か
ら
１
時
間
程
度 

●
活
動
内
容
　
史
跡
公
園
の
清
掃 

●
支
給
物
品
　
ご
み
袋
、
清
掃
道
具
な
ど 

●
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
９
）
ま
で
。 

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
公 

園
・
道
路
等
の
里
親
制
度
） 

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

第
２
回 

史
跡
公
園
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ 

グ
ラ
ム
参
加
者
を
募
集
し 

ま
す 

（水） 

年末・年始業務 
　図書館の年末業務は、１２月２７日（火）まで、年始は平

成１８年１月５日（木）からです。 

貸し出し冊数と貸し出し期間の変更 
　休館に伴って、１２月１４日（水）から２７日（火）まで

の貸し出し冊数と貸し出し期間を変更します。 

●貸し出し冊数　「１人７点」を「１０点」に変更 

●貸し出し期間　「１５日間」を「２３日間」以内に変更 

図書館の図書を差し上げます 
　図書館で不用になった図書を差し上げます。お渡しする本

は、一般図書（児童図書を含む）と雑誌で１人それぞれ１０

点までです。 

●と　き　１２月１７日（土）・１８日（日）午前９時３０

分～午後５時 

●ところ　図書館２階会議室 

●対象者　市内にお住まいか、お勤め、在学の人または、岩

倉市図書館の館外利用券をお持ちの人（当日、氏名・住所が

確認できるものまたは、館外利用券をご持参ください） 

 

　クリスマスにちなんだおはなし会を開

催します。 

●と　き　１２月２４日（土）午後３時

～３時４５分 

●ところ　図書館「おはなしコーナー」 

●出　演　岩倉市図書館読み聞かせボラ

ンティア「おはなし会」 

●内　容　エプロンシアター、パネルシ

アター、大型絵本等読み聞かせ 

●問合先　図書館（☎３７―６８０４）まで。 

クリスマスおはなし会 

平成17年12月1日 5



●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

    

　 　
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
文
化
事
業
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
助
成
対
象
事
業
　
今
ま
で
の
枠
を
超
え

て
自
主
的
に
行
わ
れ
る
次
の
文
化
活
動
を

対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
専
ら
営
利
を

目
的
と
す
る
事
業
や
、
特
定
の
政
治
、
宗

教
活
動
を
目
的
に
行
わ
れ
る
事
業
、
お
よ

び
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
事
業
は
助
成
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
部
か
ら

人
を
招
い
て
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
シ

ョ
ー
等
も
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

①
活
動
発
表
事
業
…
複
数
の
団
体
が
共
同

で
行
っ
た
り
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
る
な

ど
し
て
、
従
来
の
活
動
の
枠
を
越
え
て
行

わ
れ
る
発
表
会
な
ど
の
事
業
。
た
だ
し
、

特
定
の
流
派
、
会
員
、
個
展
な
ど
に
か
か

わ
る
事
業
は
原
則
と
し
て
対
象
外
で
す
。 

②
文
化
情
報
事
業
…
岩
倉
市
の
文
化
情
報

の
Ｐ
Ｒ
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た

め
に
製
作
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
情
報

誌
な
ど
の
発
行 

③
人
材
育
成
・
交
流
事
業
…
文
化
に
関
す

る
人
材
育
成
や
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
研
究
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
開
催 

④
そ
の
他
、
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

振
興
に
関
す
る
事
業 

●
助
成
金
額
　
助
成
金
額
は
、
日
常
的
な

活
動
費
や
人
件
費
、
入
場
料
な
ど
の
収
入

を
除
い
た
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

限
度
額
は
３
０
０
万
円 

●
事
業
期
間
　
平
成
１７
年
度
に
実
施
予
定

の
事
業 

●
申
請
の
手
続
き
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１２
月
１６
日
　

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
　 

　 

     

　
市
内
で
は
、
９
月
末
現
在
１
２
６
件
の

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。

も
う
一
度
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の

防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助
成
金

制
度
は
、
１０
月
３１
日
現
在
で
１
３
９
世
帯

の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
防
犯

対
策
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
出
入
口
の
鍵
を

交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ

バ
ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物
等
が

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

　 

     

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震

性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要

な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅

の
無
料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　 

●
申
請
・
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎

３
８
―
５
８
１
３
）
ま
で
。 

（金） 

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す 

岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
文
化 

振
興
事
業
助
成
制
度 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造 

住
宅
が
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診 

断
を
行
っ
て
い
ま
す 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

） 
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指 名 競 争 入 札 結 果  

の
開
催 

外
国
人
登
録
が
あ
り

居
住
し
て
い
る
世

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

３
８
―
５
８
１
３
）
ま
で

 

      

　
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と

一
番
困
る
の
は
、
集
積
場
所
付
近
の
皆
さ

ん
で
す
。
ど
う
か
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ご
み
の
出
し
方
（
分
別
し
て
出
す
） 

　
表
の
と
お
り
、
ご
み
の
出
し
方
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
上
分
別
し
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
市
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

ご
み
出
し
時
間
（
当
日
の
朝
８
時
３０
分
ま

で
に
出
す
） 

　
パ
ッ
カ
ー
車
が
収
集
し
た
後
に
出
さ
れ

た
場
合
、
ご
み
が
集
積
場
所
に
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
前
日
か
ら
出
す
こ
と

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

集
積
場
所
（
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
） 

　
最
寄
り
の
地
区
以
外
の
集
積
場
所
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
園
、
道

路
、
川
な
ど
に
ご
み
を
捨
て
る
と
不
法
投

棄
と
な
り
処
罰
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

　 

     

　「
住
民
票
の
写
し
」
の
交
付
請
求
や
「
犬

の
登
録
事
項
の
変
更
」
の
届
出
等
が
、
自

宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
申
請
書
や
届
出
書
を
郵
送
す

る
変
わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

送
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
岩
倉

市
は
も
ち
ろ
ん
、
愛
知
県
内
の
他
の
市
役

所
（
町
・
村
役
場
）
に
対
し
て
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
申
請
書
と
届
出
書
だ
け
を
送

る
仕
組
み
で
す
の
で
、
手
数
料
や
添
付
書

類
は
、
別
に
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
持

参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交

付
さ
れ
る
証
明
書
は
、
郵
送
も
し
く
は
市

役
所
の
宿
直
室
で
執
務
時
間
外
に
受
け
取

っ
て
い
た
だ
く
か
を
選
択
で
き
ま
す
。 

　
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
で
き
る
環
境
の
ほ
か
、
一
部
の
手

続
き
で
は
本
人
確
認
の
た
め
に
電
子
証
明

書
と
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
等
が
必
要
で

す
。 

★
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

 

●
問
合
先
　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
必
要

な
担
当
課
ま
た
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
室
（
☎
６

６
―
１
１
１
１
内
線
５
４
０
）
ま
で
。 

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
っ 

て
い
ま
す
か
？ 

電
子
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

料理くず、リサイクル
できない紙類、木くず、
打ち枝、草など 

燃やしてもいい
ごみ（可燃ごみ） 

プラスチック製
容器包装資源 

燃やしてはいけ
ないごみ（不燃
ごみ） 

プラスチック製の袋、
ふた、カップ、ボトル、
ネット、食品トレイ、
発泡スチロール等 

靴やかばんなどゴム、
革製品、おもちゃなど
容器包装以外のプラス
チック製品など 

月・木曜日
（南部地域）、
火・金曜日
（北部地域） 

木曜日（南
部地域）、金
曜日（北部
地域） 

水曜日 

白色・半透明・ 
緑文字 

青色半透明・ 
黒文字 

透明・赤文字 

ごみの種類 主なごみの内容 収集日 市指定袋の種類 

https://w
w
w
.shinsei.e-aichi.jp/ 

 

（１０月２０日～２７日） 
 

（仮称）長瀬公園整備工事基本設計業務 

八神橋外２橋耐震補強工事実施設計業務 

東町地内 

神野町外２地内 

㈱オオバ名古屋支店 

中央コンサルタンツ㈱ 

２，５２０，０００ 

３，４６５，０００ 

１０／２５～Ｈ１８／３／２７ 

１０／２５～Ｈ１８／１／２７ 

舗装修繕工事 

幼川橋耐震補強工事 

石仏町外２地内 

曽野町地内 

㈱江口組 

㈱松本工務店 

７，６６５，０００ 

７，９８０，０００ 

１０／２８～Ｈ１８／１／２０ 

１０／２８～Ｈ１８／３／１７ 

汚水枝線管渠工事（右岸１７―８工区） 

配水管布設替工事（第２期整備計画１７―１号） 

栄町地内 

大市場町外１地内 

御幸建設㈱岩倉支店 

桜井工業㈱ 

１９，６３５，０００ 

７，８７５，０００ 

１１／４～Ｈ１８／３／２３ 

農道舗装新設工事 北島町地内 ㈲八信建設 ４，４１０，０００ １１／１～Ｈ１８／１／１１ 

１１／４～Ｈ１８／２／２１ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

    

　 　
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
欲
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
５６
年
の
国
際

障
害
者
年
を
記
念
し
、
１２
月
９
日
を
障
害

者
基
本
法
の
中
で
「
障
害
者
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
４
年
に
国
連
で
宣
言
し
た

「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
で
あ
る
１２
月
３
日

か
ら
「
障
害
者
の
日
」
で
あ
る
同
月
９
日

ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。 

福
祉
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す 

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
を

支
援
し
、
そ
の
人
を
介
護
す
る
ご
家
族
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

岩
倉
市
心
身
障
害
者
扶
助
料 

●
対
象
　
岩
倉
市
に
お
住
ま
い
で
身
体
障

害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人
（
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
　 

★
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
…
月
額
３
千
円 

★
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
、
療
育
手

帳
Ｂ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
…
月
額
２
千
５
０
０
円 

★
身
体
障
害
者
手
帳
５
・
６
級
、
療
育
手

帳
Ｃ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

３
級
…
月
額
１
千
５
０
０
円 

介
護
者
手
当 

●
対
象
　
心
身
の
障
害
の
た
め
、
ね
た
き

り
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
、
ま
た
は
、

認
知
症
の
状
態
が
３
か
月
以
上
継
続
し
て

い
る
２０
歳
以
上
の
人
を
常
時
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
（
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
　
月
額
５
千
円 

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

経
過
的
福
祉
手
当 

●
対
象
　
精
神
ま
た
は
、
身
体
に
著
し
い

重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

（
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
、
長
期
入

院
さ
れ
て
い
る
人
等
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額 

★
特
別
障
害
者
手
当
…
月
額
２
万
６
千
５

２
０
円 

★
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

…
月
額
１
万
４
千
４
３
０
円
（
特
に
重
度

の
人
に
は
県
の
加
算
支
給
の
制
度
が
あ
り

ま
す
） 

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
人
、

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
お
持
ち
で
Ｉ
Ｑ

が
５０
以
下
の
人
（
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
お
よ
び
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額 

★
身
体
障
害
１
・
２
級
で
Ｉ
Ｑ
３５
以
下
の

人
…
月
額
１
万
６
千
１
０
０
円 

★
身
体
障
害
１
・
２
級
ま
た
は
、
Ｉ
Ｑ
３５

以
下
の
人
、
身
体
障
害
３
級
で
Ｉ
Ｑ
５０
以

下
の
人
…
月
額
７
千
円 

身
体
障
害
者
住
宅
改
善
費
助
成
事
業 

●
対
象
　
体
幹
・
下
肢
・
視
覚
障
害
、１
・

２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人 

●
助
成
額
　
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
補

助
（
上
限
５０
万
円
） 

補
装
具
の
交
付
・
修
理
　 

　
補
聴
器
、
車
い
す
、
義
肢
等
の
交
付
や

修
理
を
行
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
種
別
や
等
級
等
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
税
額
に
応
じ
て

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人 日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与 

　
重
度
の
障
害
児
・
者
が
自
力
で
日
常
生

活
を
営
め
る
よ
う
特
殊
便
器
、
入
浴
補
助

用
具
、
特
殊
寝
台
な
ど
を
給
付
ま
た
は
貸

与
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
障
害
の
種
別
や
等
級
等
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
税

額
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
人 

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー 

　
心
身
障
害
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

と
き
の
基
本
料
金
と
迎
車
料
金
を
助
成
し

ま
す
。 

●
対
象
　
岩
倉
市
に
お
住
ま
い
で
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

れ
か
を
お
持
ち
の
人
（
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
） 

●
内
容
　
１
か
月
に
つ
き
３
枚
分
の
チ
ケ

ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引 

　
身
体
・
知
的
障
害
者
が
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合
ま
た
は
、
重
度
の
障
害
者

が
乗
車
し
、
そ
の
移
動
の
た
め
に
介
護
者

が
自
動
車
を
運
転
し
て
有
料
道
路
を
利
用

す
る
場
合
に
通
行
料
金
が
割
り
引
か
れ
ま

す
。 

自
動
車
改
造
費
の
補
助 

　
重
度
の
下
肢
、
体
幹
に
障
害
の
あ
る
人

が
就
労
な
ど
を
す
る
た
め
に
自
動
車
を
取

得
す
る
場
合
、
そ
の
改
造
費
を
補
助
し
ま

す
。 

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助 

障
害
の
あ
る
人
が
普
通
に
暮
ら
せ
る
ま 

ち
に １２

月
９
日
は
障
害
者
の
日 
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●
市
政
の
窓
●
 

●
手
当
額
　 

す
） 

活
を
営
め
る
よ
う
特
殊
便
器

入
浴
補
助

動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助 

　
身
体
障
害
者
が
、
指
定
自
動
車
教
習
所

を
修
了
し
運
転
免
許
を
取
得
し
た
場
合
、

取
得
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
９
）
ま
で
。 

　 

     

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
世
代
間

や
高
齢
者
間
の
税
負
担
の
公
平
を
図
る
た

め
、
年
金
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て
ら
れ

て
い
る
人
に
配
慮
し
た
上
で
、
次
の
と
お

り
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

●
「
老
年
者
控
除
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す 

　
現
在
、
６５
歳
以
上
の
人
で
、
合
計
所
得

金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
か
ら
老
年
者
控
除
と
し
て
４８
万
円
を

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
老

年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

●
６５
歳
以
上
の
人
に
適
用
さ
れ
る
「
公
的

年
金
等
控
除
額
」
が
縮
減
さ
れ
ま
す 

　
左
表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。 

●
６５
歳
以
上
の
人
に
適
用
さ
れ
る
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す 

　
現
在
、
６５
歳
以
上
の
人
で
、
合
計
所
得

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、
市
・
県
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
１８

年
度
か
ら
、
こ
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２

５
万
円
以
下
（
年
金
収
入
に
換
算
す
る
と

２
４
５
万
円
に
な
り
ま
す
）
の
人
に
つ
い

て
は
、
平
成
１８
年
度
と
平
成
１９
年
度
の
課

税
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。 

★
平
成
１８
年
度
…
税
額
の
３
分
の
２
減
額 

★
平
成
１９
年
度
…
税
額
の
３
分
の
１
減
額 

税
制
改
正
で
影
響
の
あ
る
人 

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
次
の
金
額

以
下
の
人
は
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。 

★
２
人
世
帯
（
１
人
扶
養
）
の
人
…
年
金

支
払
額
が
２
０
３
・
８
万
円
ま
で
は
課
税

と
な
り
ま
せ
ん
。 

★
１
人
世
帯
の
人
…
年
金
支
払
額
が
１
５

２
万
円
ま
で
は
課
税
と
な
り
ま
せ
ん（「
公

的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
あ
る
場
合
」

「
岩
倉
市
以
外
の
市
町
村
に
居
住
さ
れ
て

い
る
場
合
」
お
よ
び
「
所
得
税
」
に
つ
い

て
は
、金
額
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。 

●
新
た
に
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す 

　
今
回
の
税
制
改
正
の
影
響
で
、
平
成
１７

年
度
は
申
告
が
必
要
で
な
か
っ
た
人
で
も
、

老
年
者
控
除
の
廃
止
や
公
的
年
金
等
控
除

額
の
縮
減
に
よ
り
、
市
・
県
民
税
や
所
得

税
の
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
年
金
収
入
か
ら
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
税
務
署
へ
「
確

定
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
所

得
税
を
清
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
所
得
税
の
申
告
書
の
作
成
や
税
金
の
相

談
等
は
、
便
利
な
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
一
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
）
ま
で
。 

平
成
１８
年
度
課
税
分
か
ら
、 

６５
歳
以
上
の
人
の
個
人
市
・ 

県
民
税
の
課
税
方
法
が
一
部 

変
わ
り
ま
す 

介護保険制度改正内容のポイント 
ケアマネジメントの適正化 

　ケアマネジメントの公平・公正性を確保するため次の点について変更が図られます。 

●主な変更内容 

・軽度者に対するマネジメントは、市町村の責任の下に公正・中立な「地域包括支援

　センター」で行われます。 

・ケアマネジャーの資質向上のため、資格の更新制や研修の義務化が図られます。 

・ケアマネジャー１人当たりの標準的担当件数が見直され、質の向上が図られます。 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

http://w
w
w
.nta.go.jp

《改正前》 

《改正後》 

公的年金等の収入金額 

２６０万円以下 １４０万円 

収入金額× 
２５％＋７５万円 
収入金額× 
１５％＋１２１万円 
収入金額× 
５％＋２０３万円 

２６０万円超 
　　４６０万円以下 
４６０万円超 
　　８２０万円以下 

８２０万円超 

公的年金等控除額 

公的年金等の収入金額 

３３０万円以下 １２０万円 

収入金額× 
２５％＋３７万５千円 
収入金額× 
１５％＋７８万５千円 
収入金額× 
５％＋１５５万５千円 

３３０万円超 
　　４１０万円以下 
４１０万円超 
　　７７０万円以下 

７７０万円超 

公的年金等控除額 

平成17年12月1日 9
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窓
●
 

　
　 

     

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す 

　
平
成
１６
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
減
少
を
目
的
と

し
て
、
全
国
一
律
に
住
宅
に
住
宅
専
用
の

火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
ま

た
は
、
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設

置
・
維
持
に
つ
い
て
、
消
防
法
お
よ
び
政

省
令
で
定
め
た
基
準
に
従
い
、
条
例
で
定

め
る
と
い
う
も
の
で
、
岩
倉
市
に
お
い
て

も
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま

し
た
。 

　
改
正
さ
れ
た
条
例
の
施
行
期
日
に
つ
い

て
は
、
改
正
の
趣
旨
か
ら
考
え
れ
ば
、
す

べ
て
の
住
宅
に
対
し
、
同
時
期
に
適
用
さ

れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
新
築
住

宅
に
対
し
て
は
、
全
国
一
律
に
平
成
１８
年

６
月
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
、
既
存
住
宅

は
、
岩
倉
市
で
は
平
成
２０
年
６
月
１
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
必
要
性 

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７
割
が
火

災
の
発
見
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
逃
げ
遅

れ
が
原
因
で
、
就
寝
時
間
帯
（
午
後
１０
時

〜
翌
日
午
前
６
時
）
は
、
そ
の
他
の
時
間

帯
よ
り
も
死
者
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
就
寝
中
に
は
火
災
の

発
見
が
遅
れ
、
死
に
至
る
危
険
性
が
高
く
、

住
宅
火
災
で
の
死
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、
早
期

に
発
見
し
速
や
か
に
消
火
や
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
助
か
る
可
能
性
も
高
く

な
り
ま
す
。
　
　
　
　 

　
そ
こ
で
効
果
的
な
の
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
で
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
、
火
災
に
よ

り
発
生
す
る
煙
（
熱
）
を
自
動
的
に
感
知

し
、
住
宅
内
に
い
る
人
に
対
し
、
警
報
ブ

ザ
ー
や
音
声
に
よ
り
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
避
難
を
う
な
が
す
器
具
で
次

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
　 

★
煙
式
警
報
器
…
煙
を
感
知
し
て
、
火
災

の
発
生
を
警
報
ブ
ザ
ー
や
音
声
で
知
ら
せ

る
も
の
で
、
一
般
的
に
は
こ
ち
ら
を
設
置

し
ま
す
。 

★
熱
式
警
報
器
…
熱
を
感
知
し
て
、
火
災

の
発
生
を
警
報
ブ
ザ
ー
や
音
声
で
知
ら
せ

る
も
の
で
、
煙
や
蒸
気
の
多
い
台
所
に
向

い
て
い
ま
す
。 

●
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備 

　
感
知
器
、
中
継
器
お
よ
び
受
信
機
か
ら

構
成
さ
れ
る
警
報
設
備
で
あ
り
、
火
災
に

よ
り
生
じ
る
煙
（
熱
）
を
感
知
し
、
火
災

信
号
を
受
信
機
に
送
信
し
、
火
災
発
生
場

所
の
表
示
お
よ
び
警
報
を
行
う
設
備
で
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
、
省
令
等
に

よ
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証
す
る
も
の

に
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
感
度
や
ブ
ザ
ー
の
音
量
な

ど
が
基
準
に
合
格
し
た
も
の
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ
ー

ク
（
Ｎ
Ｓ
マ
―
ク
）
が
付

い
て
い
ま
す
の
で
、
火
災

警
報
器
購
入
の
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
場
所 

　
寝
室
と
寝
室
が
１
階
以
外
に
あ
る
場
合

は
、
階
段
に
取
り
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
同
１
階
に
７
平
方
㍍
以
上
の
居

室
が
５
室
以
上
あ
る
階
の
廊
下
（
廊
下
が

な
い
場
合
は
階
段
）
に
も
取
り
付
け
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
次
頁
図
１
）
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
取
り
付
け
方
法 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
天
井
や
壁
に

取
り
付
け
ま
す
（
次
頁
図
２
）
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
免
除
さ

れ
る
住
宅 

　
消
防
法
令
等
の
基
準
に
従
い
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は
、
自
動
火
災
報
知

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
お
よ
び
共

同
住
宅
の
部
分
ま
た
は
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
、
一
定
水
準
以
上
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る

住
宅
で
消
防
長
が
認
め
た
と
き
。 

岩
倉
市
火
災
予
防
条
例
の 

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た 

・法令が変わり「警報器をすぐに取り付け
　なければいけない」とか「点検も義務付
　けられている」などと火災警報器の設置・
　点検を迫る業者 
・あたかも消防職員のような服装や言動で
　訪問し、勧誘する業者 
　以上のように、住宅用火災警報器等の設
置義務化を契機として、不適切な価格・無
理強い販売などを行う業者に注意してくだ
さい。 
　消防署が販売することは、ありません。 
　火災警報器の訪問販売は、クーリング・
オフの対象であり、契約後一定の期間は、
契約の解除ができることがあります。「お
かしいな」と思ったときは、次の窓口に相
談してください。 
★尾張県民生活プラザ…☎０５８６―７１
―０９９９ 
★愛知県警悪質商法１１０番…☎０５２―
９５１―４１９４ 
　そのほか、火災警報器等に関しては、消
防署に相談してください。 

住宅用火災警報器等の悪質訪問販売 
などによるトラブルに注意してください 
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●
市
政
の
窓
●
 

住 住 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災

係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
内
線
２
２
１
）

ま
で
。 

図1

図２ 

住 

住 

寝室 居室 台所 寝室 

居室 居室 

台所 廊下 

居室 

居室 寝室 

台所 

台所 居室 

居室 居室 

居室 寝室 

廊下 寝室 

居室 寝室 

台所 廊下 

居室 居室 居室 

寝室 居室 

廊下 居室 居室 

住 

住 

住 

住 住 

住 住 

住 住 

住 

住 

は、住宅用火災警報機または、感知器を示す。 

平屋建住宅設置例 二階建住宅設置例―１ 

二階建住宅設置例―２ 二階建住宅設置例―３ 

三階建住宅設置例 

天井に設置する場合 

※壁または、はりから６０ｃｍ以上離れた位置に設置する。 

一階に７m以上の居室が５以上存する住宅設置例 
２ 

壁に設置する場合 

※天井から１５ｃｍ以上５０ｃｍ以内 
　の位置にある壁に設置する。 

住 

６０ｃｍ以上 
住 

６０ｃｍ以上 

１５～５０ｃｍ以内 

平成17年12月1日 11



東町（役員会・子ども会・ゆうわ会・婦人部会・保健推進委員会）、大地町、石仏町、大山寺町、中本町、
新柳町、新柳町１区、中央町、中野町、大市場町、曽野町、南新町、野寄町、五条町自治会、西市町（昭
和会・ゆうわ会・婦人会）、神野町（子ども会・区役員・ゆうわ会・保健推進委員・民生委員）、泉町（役
員会・ゆうわ会）、北島町（子ども会役員・親和会・ゆうわ会）、本町（上市場）（上市場有志会・みの
り会・子ども会・保健推進委員会）、いちい信用金庫岩倉本町支店、本町（門前）、本町（北口）ゆうわ
会、稲荷町（ゆうわ会・稲荷子ども会）、川井町（ゆうわ会・子ども会役員・小中地区委員　ほか）、東
新町（岩倉団地自治会・東小児童・先生・保護者・老人クラブ）、南中ボランティア、水辺を守る会、市
民モリモリくらぶ、井上町（自治会・ゆうわ会）、八剱町（環境係・組長・子ども会・ゆうわ会・区役員）、
鈴井町（子ども会・ゆうわ会）、下本町（役員・子ども会・ゆうわ会）、野寄子ども会、泉子ども会、西
部保育園、南部保育園、東部保育園、北部保育園、下寺保育園、仙奈保育園・仙奈保育園父母の会、図書
館、公民館・公民館サークル５２団体、希望の家、第一児童館、第二児童館・児童館ひなげし母親クラブ、
第三児童館、第四児童館、第五児童館・児童館ばら母親クラブ、第六児童館、第七児童館・児童館コスモ
ス母親クラブ、児童館プチトマト母親クラブ、地域交流センターみどりの家、第一児童館幼児クラブ、第
二児童館幼児クラブ、第三児童館幼児クラブ、第四児童館幼児クラブ、第五児童館幼児クラブ、第六児童
館幼児クラブ、第七児童館幼児クラブ、岩倉北小学校、岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条川小学校、曽
野小学校、岩倉中学校、南部中学校、岩倉市体育協会、岩倉総合高等学校、岩倉市ボランティア活動セン
ター、岩倉自動車整備組合、岩倉市更生保護女性会、岩倉ライオンズクラブ、岩倉郵便局、いちい信用金
庫愛北営業部、岩倉市たばこ組合、岩倉ロータリークラブ、ＪＡ愛知北岩倉支店、中部電力（株）岩倉電
力センター、曽野第２幼稚園母の会、岩倉ニューモラル友の会、藤徳紙器（株）、岩倉市建設協力会、岩
倉資源組合、岩倉青年会議所、ふれあい花の会、岩倉のごみを考える会、岩倉市婦人会、岩倉団地自治会、
岩倉ナチュラリストクラブ、岩子連ジュニアリーダー、岩倉ボランティアサークル、岩倉の水辺を守る会、
岩倉市指定収集袋取扱店組合 

クリーンチェックいわくら2005クリーンチェックいわくら2005
ご協力ありがとうございました 

▲集積場に集められたゴミ ▲こんなに大きなゴミも… ▲集められたゴミを仕分けするボランティアサークルの皆さん 

参加団体（順不同）※回収協力団体を含みます 

  

 

 

　１０月２２日から１１月１３日まで市内全域を実施場所に行われた「クリーンチェックいわくら２００５」
には、１９７団体８，０７８人の皆さんにご参加いただきました。期間中、全市から集められたごみは、約
１３，２４０ｋｇにもなりました。皆さんのご協力ありがとうございました。 
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岩倉市人事行政の運営等の状況 岩倉市人事行政の運営等の状況 
　岩倉市の人事行政の運営における公正性、透明性を高めることを目的として、「岩倉市人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例」に基づき、平成１６年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条件など
人事行政の運営の状況についてお知らせします。 
　なお、今回の公表は、平成１７年３月１日号の「広報いわくら」でお知らせしたものと重複する部分もあ
りますので、ご了承ください。また、より詳細な資料については、市役所１階情報サロン、または市のホー
ムページでご覧ください。 

１ 職員の任免および職員数に関する状況 
（１）職員の採用の状況 （２）職員の退職の状況 

（３）職員数の状況 

（４）再任用職員の状況 （各年４月１日現在） 

（５）職員定員適正化計画 

事務職 

３人 １人 ４人 

消防職 合　計 

区　分 
常勤職員 ０人 ０人 
短時間勤務職員 １人 ３人 

平成１６年 平成１７年 

部　門 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 
一般行政 ３０５ ２９３ ２９０ ２８８ ２８４ ２６８ 
特別行政 ８７ ８４ ８６ ８５ ８２ ７８ 

職員数 
（Ａ） 

給　与　費 １人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ） 

 ３７６人（１） １,４８８,１１１千円 ３４６,６４６千円 ６６３,７８４千円 ２,４９８,５４１千円 ６,６４５千円 
 

公営企業等会計 ３１ ２９ ２９ ２９ ２９ ２８ 
合　計 ４２３ ４０６ ４０５ ４０２ ３９５ ３７４ 

区　分 
一般行政職 技能労務職 

平均給料月額 平均給与月額 
 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 
岩倉市 ３６１,５５５円 ４４０,２３１円 ４５.７歳 ２８０,０５３円 ３２７,７８６円 ４３.１１歳 
国 ３２７,５５５円 ４０.２歳 ２８３,３８４円 ４７.９歳 

定年退職 

９人 ５人 ８人 ２２人 

勧奨退職 普通退職 合　計 その他 
（死亡･免職等） 

住民基本台帳人口 
（平成１７年３月３１日現在） 

歳出額 
（Ａ） 

４６,０３３人 １１,５１５,５８８千円 ５１４,３２４千円 ３,４８４,０８４千円 ３０.３％ 

実質収支 人件費 
（Ｂ） 

３０.８％ 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

１５年度の 
人件費率 

（各年４月１日現在 単位：人） 

（各年４月１日現在 単位：人） 

事務職 保育士 児童厚生員 保健師 看護師 作業療法士 歯科衛生士 栄養士 消防士 技能労務職 合　計 
１６年 
１７年 
増減 △７ △４ △１ ０ △２ ０ 

 
０ △１ △１ △２ △１８ 

２１６ ７１ １２ １３ ３ １ １ １ ４３ ４５ ４０６ 
２２３ ７５ １３ １３ ５ １ １ ２ ４４ ４７ ４２４ 

※教育長を含み、小牧岩倉衛生組合派遣職員（１６年は２人、１７年以降は１人）を除いています。 

２ 職員の給与の状況 
（１）人件費の状況（平成１６年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況（平成１６年度普通会計決算） 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成１６年４月１日現在） 

※（　）内は再任用短時間勤務職員で外書きです。 

★次のページに続きます。 
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６月期 １.４０月分（０.７５月分） ０.７０月分（０.３５月分） 
１２月期 １.６０月分（０.８５月分） ０.７０月分（０.３５月分） 
計 ３.００月分（１.６０月分） １.４０月分（０.７０月分） 

期末手当 勤勉手当 

支給率 支給対象職員数 支給対象職員１人 当たり平均支給年額 

１０％ ３９１人 ４２０,５７１円 

区　分 給料月額等 期末手当 
市　長 ９８９,０００円 

区　分 概　要 取得者数 

育児休業 

助　役 ８１６,０００円 

分限処分 
休　職 
５人 

免　職 
－ 

降　任 
－ 

降　給 
－ 

免　職 
－ 

停　職 
－ 

懲戒処分 
減　給 
－ 

戒　告 
５人 

収入役 ７４１,０００円 
議　長 ５１２,０００円 
副議長 ４６２,０００円 
議　員 ４３１,０００円 

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（４） 職員手当の状況（平成１６年４月１日現在） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。 

期末勤勉 
手  当 

退職手当 

調整手当 
（平成１６年度） 

特殊勤務 
手  当 

（平成１６年度） 

１人当たり平均支給額（平成１６年度実績） 
普通退職 　９,５７１千円 
勧奨・定年退職 ２２,０４９千円 

扶養手当 
扶養親族１人につき１３,５００円～５,０００円 
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの 
子１人につき５,０００円を加算 

住居手当 
①自宅 ２,５００円（新築・購入後５年間 ３,５００円） 
②借間・借家　１２,０００円を超える家賃の額に 
　応じ、最高２７,０００円 

通勤手当 

①交通機関利用者 
　運賃等の額に応じ、最高５５,０００円 
②交通用具利用者 
　通勤距離に応じ、３,５００円～２４,５００円 
③交通機関と交通用具の利用者 
　①と②の合計額、最高５５,０００円 

２４,１３５円 
 
 

職員全体に占 
める手当支給 
職員の割合 

支給職員１人 
当たり平均支 
給年額 

５１.５％ 

３７,１３７千円 
 

１２６千円 
支給総額 職員１人当たり支給年額 時間外勤務手当 

（平成１６年度） 

  
 

（５） 特別職の報酬等の状況（平成１６年４月１日現在） 

  ６月期 １.６０月分 
１２月期 １.７０月分 
　計 ３.３０月分 
　　加算措置　有 
 ※収入役は、平成 
　１７年７月６日 
　から廃止してい 
　ます。 

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場も 
　ありますが、週４０時間を原則として勤務の割り振りを 
　しています。 
 

　職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、 
特別休暇および介護休暇があります。 
◆年次有給休暇の取得状況 
（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 
 

（２） 休暇制度の概要 

１人当たりの平均取得日数 ６日５時間 

（１） 勤務時間の状況 

１日当たりの勤務時間 

月～金曜日 
午前８時３０分から午後５時１５分まで 
休憩時間：４５分、休息時間：１５分を２回 

４０時間 

１週間当たりの 
勤務時間 

（３） 育児休業等の取得状況 
 

４ 職員の分限および懲戒処分の状況 

３歳に満たない子を養育するために、１日の勤務時間の全部を勤務しないことが 
できる制度。育児休業期間中、給料は支給されない。 

部分休業 
３歳に満たない子を養育するために、子が３歳に達するまでの期間内で、１日の 
勤務時間の一部（正規の勤務時間の始めと終わりに２時間を限度）について勤務 
しないことができる制度。部分休業を取得した時間は給料が支給されない。 

１９人 
（９人） 

０人 
（０人） 

※（　）内は、平成１６年度に新たに育児休業等を取得した職員数 

岩倉市人事行政の運営等の状況 

平成17年12月1日 14



　職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制限、争
議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。 

（１） 職員の研修の状況 

区　分 

計 

会社等の役員等の地位を兼ねるもの 
自ら営利を目的とする私企業を営むもの 
報酬を得て事業、事務に従事するもの 

０件 
１件 
 ２５件 

２６件 

平成１６年度許可件数 

区　分 

自主研修 

派遣研修 

７０２人 
 

８３人 

主な研修内容 人　数 

合　　計 ７８５人 

定期健康診断 １５７人 
区　分 受診者数 

負担割合 会員掛金：市負担金＝１：１.５ 
一般会計決算額 １６,６７０,３７９円 

勤務条件に関する措置の要求 ０件 
不利益処分に関する不服申立て ０件 

区　分 件数 

傷　病 死　亡 

４件 ０件 

０件 ０件 

区　分 
発生件数 

通勤災害 

公務災害 

人間ドック ２５４人 
産業医による健康相談 ２０人 

３

（４５ 職員の服務の状況 

６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況 

７ 職員の福祉および利益の保護の状況 

期

退

調
（平

特

（平

（５

※
　
　
 

（１

（３
 

４

※

岩倉市人事行政の運営等の状況 

◆営利企業等従事許可の状況 

新規採用職員研修、接遇研修、法制執務研修、パソコン研修、プレゼンテーション研修、 
政策課題研修、メンタルヘルス研修、公務員倫理研修など 

概　要 評定の時期 対象者数 

（財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張六市研修協議会、自治大学校、 
市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所など 

（２） 勤務成績の評定の概要 
 

（１） 職員の健康管理事業の状況 

部長（一部、課長を含む）以上による勤務成績評定と自己評定と 
し、ＡからＥまでの５段階で評価します。勤勉手当の成績率は、 
部課長職は１００分の１８０以下、主幹職は１００分の１４０以 
下の範囲内としています。 
 

　６月１日 　６月期 ７７人 

（２） 共済制度の概要 

　職員の福祉向上と生活の安定を図るため、愛知県市町村職員 
共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医 
療関係等）、長期給付事業（年金関係等）、福祉事業（健康保 
持増進事業等）を行っています。 
 

（３） 職員互助会の概要 （４） 公務災害の発生状況 
　会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、 
職員互助会を設置しています。この互助会は、会員の 
掛金および市の補助金などで運営されています。 

※平成１７年度からは、負担割合を１：１としました。 

★愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホームページおよび岩倉 
市役所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。 
　ホームページアドレス　愛北広域事務組合　http://home.owari.ne.jp/̃aihoku/aihoku.index.html 
　　　　　　　　　　　　小牧岩倉衛生組合　http://www.city.komaki.aichi.jp/gaiyou/sosiki/knkycenter/ 
 
●問合先　秘書課人事係（☎３８―５８０１）まで。 

８ 公平委員会の業務の状況 

１２月期 ８６人 １２月１日 
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「
飛
蚊
症
」
網
膜
剥
離
の
シ
グ
ナ
ル 

岩
倉
市
医
師
会
　
植
田
豊
一 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

う
え

　
だ

　
と
よ
　
か
ず 

　
飛
蚊
症
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
如
く
、

目
の
前
に
蚊
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
自

覚
症
状
を
さ
し
て
、
医
学
的
に
用
い
ら

れ
る
言
葉
で
す
。 

　
そ
し
て
蚊
が
飛
ぶ
だ
け
で
な
く
、
明

る
い
空
、
白
い
壁
に
雲
の
よ
う
な
も
の
、

黒
い
ス
ス
、
水
玉
、
ハ
エ
、
お
た
ま
じ

ゃ
く
し
、
糸
く
ず
、
煙
の
輪
の
よ
う
な

も
の
等
、
形
も
大
き
さ
も
い
ろ
い
ろ
で
、

色
も
黒
い
も
の
や
透
明
な
も
の
な
ど
も

あ
り
ま
す
。 

　
視
線
を
動
か
す
と
そ
の
方
向
に
そ
れ

ら
も
一
緒
に
付
随
し
て
移
動
し
ま
す
。

今
、
気
に
し
て
い
た
も
の
が
急
に
消
え

て
気
に
な
ら
な
く
な
る
な
ど
、
年
齢
に

関
係
な
く
ど
な
た
で
も
経
験
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
見

え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
し
て
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
物
を
見
る
目
の
仕
組
み
は
、
光
が
角

膜
（
眼
球
の
外
壁
の
前
面
に
あ
る
透
明

な
膜
）
か
ら
レ
ン
ズ
で
あ
る
水
晶
体
を

通
っ
て
眼
球
の
奥
に
あ
る
網
膜
に
像
を

結
び
ま
す
。
眼
球
に
は
硝
子
体
と
い
う

卵
の
白
身
の
よ
う
な
ゼ
リ
ー
状
の
も
の

が
満
ち
て
い
て
、
眼
球
の
形
を
保
っ
て

い
ま
す
。
正
常
な
硝
子
体
は
、
透
明
で

す
。
ま
れ
に
で
す
が
、
生
ま
れ
る
時
に

硝
子
体
に
残
っ
て
い
る
細
胞
や
血
管
組

織
等
が
退
化
し
な
い
ま
ま
濁
り
と
な
っ

て
残
り
、
こ
れ
が
蚊
が
飛
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
生
理
的
飛
蚊
症
、
ま
た
は
先
天
性
飛

蚊
症
と
い
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
心
配
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
要
注
意
は
後
天
性
の
飛

蚊
症
で
す
。 

　
近
視
や
ア
ト
ピ
ー
、
ブ
ド
ウ
膜
炎
、

糖
尿
病
、
老
化
等
で
の
変
性
に
よ
っ
て

硝
子
体
が
液
状
化
し
、
次
第
に
収
縮
し

て
網
膜
か
ら
剥
が
れ
、
硝
子
体
剥
離
を

起
こ
し
ま
す
。 

　
剥
離
し
た
硝
子
体
の
一
部
が
変
質
し
、

網
膜
の
一
部
が
引
っ
張
ら
れ
て
裂
け
目

を
作
り
網
膜
裂
孔
と
な
り
ま
す
。
や
が

て
網
膜
下
液
が
た
ま
り
、
網
膜
が
押
し

上
げ
ら
れ
て
網
膜
剥
離
に
な
っ
て
失
明

へ
と
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
で
も
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
裂
孔

の
周
り
に
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
て
網
膜
剥

離
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
あ
る
日
、
突
然
目
の
前
に
蚊
が
飛
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
飛
蚊
症
は
、
つ

い
つ
い
軽
く
思
い
が
ち
で
す
が
、
数
が

増
え
た
り
大
き
く
な
っ
た
り
、
特
に
ピ

カ
ピ
カ
光
を
放
つ
よ
う
な
症
状
は
、
こ

れ
を
危
険
状
態
の
サ
イ
ン
と
受
け
止
め

て
、一
刻
も
早
く
眼
科
で「
眼
底
検
査
」

を
受
け
る
こ
と
を
心
が
け
ら
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

友
達
、
親
子
の
絆 

五
条
川
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
私
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
高

学
年
対
象
の
軟
式
野
球
と
低
学
年
対
象

の
Ｔ
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
共
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
元
気
良
く
バ

ッ
ト
を
振
り
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

楽
し
く
野
球
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

野
球
の
技
術
を
高
め
る
と
と
も
に
豊
か

な
心
の
人
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
団
員
や
監
督
・
コ

ー
チ
以
外
に
も
卒
団
生
や
そ
の
お
父
さ

ん
方
も
練
習
を
見
に
来
た
り
、
手
伝
っ

た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
、
親
と
子
が
野
球
を
通

じ
家
庭
と
い
う

一
区
切
り
の
中

で
は
、
な
か
な

か
見
え
て
こ
な

い
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
お

互
い
に
新
し
い

発
見
や
学
び
あ

え
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

ご
と 

も
う
　
　
ま
く
　
　
は
く
　
　
り 

れ
っ
　

こ
う 

は 

し
ょ
う
　
し 

ひ
　
　
　
ぶ
ん
　
　
　
し
ょ
う 

き
ず
な 

No.21
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健
康
食
品
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル 
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

　
最
近
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
健

康
の
維
持
や
増
進
を
期
待
し
て
健
康
食

品
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
思
わ
ぬ
健
康

被
害
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
品
購
入
後

の
中
途
解
約
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
な

ど
契
約
・
金
銭
被
害
に
あ
っ
た
、
と
い

う
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

相
談
事
例 

　
チ
ラ
シ
で
知
っ
た
健
康
食
品
を
購
入

し
て
飲
ん
で
い
た
が
、
代
金
の
集
金
に

来
た
販
売
員
か
ら
健
康
状
態
を
聞
か
れ
、

高
血
圧
と
便
秘
に
悩
ん
で
い
る
と
答
え

る
と
、
「
別
の
健
康
食
品
を
飲
む
と
い

い
。
病
院
の
薬
も
い
ら
な
く
な
る
」
と

強
引
に
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。 

　
販
売
員
が
そ
の
場
で
１
箱
開
封
し
、

試
し
に
飲
ん
で
み
る
よ
う
に
言
う
の
で
、

数
粒
飲
ん
だ
。
病
気
が
良
く
な
る
な
ら

と
思
い
３
年
間
分
を
ま
と
め
て
購
入
し

た
。
２
〜
３
日
間
飲
ん
だ
が
体
調
が
悪

く
な
り
、
続
け
て
飲
め
そ
う
も
な
い
。

解
約
で
き
な
い
か
。 

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に 

　
健
康
食
品
を
巡
る
相
談
で
、
多
く
の

相
談
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
病

気
が
治
る
と
い
う
販
売
員
の
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
て
契
約
し
て
い
る
こ
と
、
数
年

間
分
を
ま
と
め
て
大
量
に
高
額
な
契
約

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
健
康
食
品
は
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
販
売
員
が
「
病
気
が
治
る
」
と
い

う
よ
う
な
説
明
を
し
て
販
売
す
る
こ
と

は
薬
事
法
違
反
に
当
た
り
ま
す
。
売
り

文
句
を
う
の
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
購
入
す
る
場
合
も
、
一
度
に
大
量
に

契
約
す
る
こ
と
は
避
け
、
少
し
ず
つ
、

自
分
の
体
に
合
う
か
確
か
め
た
方
が
い

い
で
し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
て
み
る
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
で
の
契
約
は
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

よ
る
解
除
が
で
き
ま
す
。 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
販
売
会
社

の
代
表
者
あ
て
に
「
契
約
を
解
除
し
ま

す
」
い
う
意
思
表
示
を
は
が
き
な
ど
の

書
面
で
、
簡
易
書
留
な
ど
発
信
し
た
証

拠
が
残
る
郵
便
で
出
し
ま
す
。 

　
な
お
、
健
康
食
品
の
開
封
分
に
つ
い

て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん

が
、
相
談
者
の
よ
う
に
販
売
員
が
開
封

し
た
り
、
開
封
さ
せ
た
り
し
た
場
合
は

試
供
品
と
見
な
さ
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。
悪
質
な
業
者
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
人
に
対
し
て「
開

け
た
も
の
は
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
言
っ
て
、
本
来
な
ら
支
払
う
必
要
の

な
い
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
「
病
気
が
治
る
」
な
ど
の
う

そ
の
説
明
を
信
じ
て
契
約
し
た
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い

て
も
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

        

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
、
１
人
で
悩
む
こ
と
な
く
お
早
め
に

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６

―
７
１
―
０
９
９
９
）
、
市
民
相
談
室

（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）
な
ど
身
近
な

相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

く
あ
り
ま
す

我
が
団
で
は
低
学
年
か
ら
の
Ｔ
ボ
ー
ル

を
経
験
し
、
軟
式
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
事
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
ボ

ー
ル
っ
て
何
？
　
と
思
わ
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
簡
単
に
い
え
ば
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
必
要
と
せ
ず
、
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
テ
ィ
ー（
ボ
ー
ル
を
乗
せ
る
台
）

に
ボ
ー
ル
を
置
い
て
、
そ
れ
を
バ
ッ
ト

で
打
っ
て
遊
ぶ
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。

ボ
ー
ル
は
ウ
レ
タ
ン
で
、
低
学
年
や
女

の
子
で
も
ケ
ガ
す
る
事
な
く
野
球
の
楽

し
さ
を
学
ぶ
も
の
で
す
。 

　
楽
し
く
な
れ
ば
、
「
上
手
に
な
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
「
あ
の

人
み
た
い
に
な
り
た
い
」
と
上
級
生
へ

の
憧
れ
も
で
て
き
ま
す
。 

　
少
し
ぐ
ら
い
怒
ら
れ
て
も
、
め
げ
な

い
気
持
ち
が
育
ち
、
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
と
い
う
気
持
ち
も
徐
々
に
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
上
級
生
に
は
、
下
級
生
を

い
た
わ
る
心
や
、
カ
ッ
コ
悪
い
所
は
見

せ
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

ま
す
。 

　
練
習
は
、
毎
週
日
曜
日
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
、
土
曜
日
は
午
後
１
時
〜
５

時
ま
で
で
す
。
Ｔ
ボ
ー
ル
は
第
１
・
第

３
土
曜
日
は
お

休
み
で
す
。 

　
野
球
に
興
味

が
あ
る
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
度
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
鎌

田
（
☎
３
７
―

５
０
４
１
）
ま

で
。 

★
治
療
を
受
け
て
い
た
り
、
他
の
健

康
食
品
を
利
用
し
た
り
し
て
い
る
と

き
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。  

★
必
要
の
無
い
と
き
は
ハ
ッ
キ
リ
断

り
、
む
や
み
に
開
封
し
た
り
受
け
取

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

どんな病気でも 
治りますよ。 
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●
児
童
館
行
事
「
し
め
縄
作
り
」 

  

　
児
童
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
「
し
め
縄
作
り
」
を
行

い
ま
す
。 

　
お
正
月
は
、
手
作
り
の
し
め

縄
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
　
１２
月
１０
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
第
三
児
童
館 

▼
定
員
　
親
子
２０
組 

▼
参
加
費
　
１
組
１
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え

て
最
寄
り
の
児
童
館
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、

各
児
童
館 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。 

　
１２
月
は
、
女
性
コ
ー
ラ
ス
と

混
声
コ
ー
ラ
ス
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１１
日
　
午
後
２

時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ィ

ア
ラ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
レ
ー

ル ▼
演
奏
曲
　
お
ぼ
ろ
月
夜
、
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
　
ほ
か
　
　
　
　

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
） 

　 
 

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所

の
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。 

　
「
野
菜
の
広
場
」
が
新
鮮
採

れ
た
て
の
野
菜
を
販
売
す
る
ほ

か
、
地
元
商
店
も
参
加
す
る
予

定
で
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１１
日
　
午
前
９

時
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
１２

月
１８
日
　
に
延
期
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中

は
、
駐
車
場
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ご
来
場
は
徒
歩
ま
た
は
、

自
転
車
で
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
２
） 

　 
 

●
新
春
賀
詞
交
歓
会 

  

　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
新
春

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
行

い
ま
す
。 

▼
と
き
　
平
成
１８
年
１
月
５
日

　
午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
会
費
　
３
千
円 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

お
勤
め
の
人 

▼
定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
期
限
　
１２
月
１２
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）

　 
 

●
寝
た
き
り
防
止
等
地
域

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

  

　
江
南
保
健
所
は
、
寝
た
き
り

や
要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
の

知
識
を
広
く
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

次
の
と
お
り
「
寝
た
き
り
防
止

等
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
健
康
相
談

も
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１５
日
　
午
後
１

時
３０
分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
（
江
南
市
北
野
町

川
石
２５
―
１
） 

▼
内
容 

　
講
演
「
認
知
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
」
―
サ
ザ
エ
さ
ん
の
波

平
を
モ
デ
ル
に
し
て
―
、
講
師

…
渡
辺
哲
雄
さ
ん
（
日
本
福
祉

大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
専
任

教
員
） 

　
音
楽
療
法
の
実
技
、
講
師
…

市
川
三
棹
さ
ん（
音
楽
療
法
士
） 

※
当
日
は
江
南
保
健
所
の
保
健

師
が
健
康
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
（
２
階
第
２
会
議
室
、
午
後

３
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
） 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
―
２
１
５
７
） 

。

５

、

暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（土） 

（月） 

（日） 

（日） 

（木） 

（木） 

（１） （２） 

（日） 

） 

わ
た
　

な
べ
　

て
つ
　
お 

い
ち
　

か
わ
　
み
　
さ
お 

★お詫びと訂正★  
　広報いわくら１１月１日号１７ページでお知らせした「平成１７年度防火 
ポスター優秀作品展示先一覧表」中、入選者野口愛美さん（曽野小）のお名 
前が野田愛美と誤って掲載されました。関係者の皆様には大変ご迷惑をおか 
けしました。謹んでお詫びしますとともに、訂正させていただきます。 

 

催し  
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ニ

ニ

サ

を
開

マ

ケ

」

市
役
所

工
会
（
☎

）

） 

       

　 ●
私
道
整
備
工
事
費
を
補
助 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
私
道
の
整
備

を
す
る
人
に
、
工
事
費
用
の
６

割
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
私
道

の
舗
装
、
側
溝
工
事
を
検
討
し

て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
側
溝
工
事
の
み
の

場
合
は
、
補
助
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。 

▼
対
象
と
な
る
私
道 

①
道
路
幅
は
、
１
・
５
㍍
以
上
。

た
だ
し
、
道
路
の
１
端
が
行
き

止
ま
り
の
も
の
（
延
長
が
１５
㍍

以
上
私
道
に
接
し
た
土
地
利
用

で
家
屋
が
３
戸
以
上
の
も
の
に

限
る
）
に
あ
っ
て
は
、
道
路
幅

が
２
㍍
以
上
。 

②
私
道
に
面
し
て
家
屋
が
４０
㌫

以
上
連
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

③
日
常
生
活
に
利
用
し
て
、
８

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。 

▼
補
助
率
　
整
備
工
事
費
の
６０

㌫ ▼
申
請
書
類
　
私
道
整
備
工
事

費
補
助
金
交
付
申
請
書
を
、
土

木
課
維
持
管
理
係
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
） 

　 
 

　
市
税
の
お
納
め
忘
れ
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
？ 

●
市
税
の
納
税
と
納
税
相

　
談
窓
口
を
開
設 

  

　
市
の
歳
入
の
う
ち
で
も
重
要

な
市
税
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
こ
の
市
税
の
お
納
め
忘
れ

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

や
、
納
税
相
談
を
受
け
た
い
人

の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
臨
時

の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し

の
人
で
分
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
１２
月
４
日
　
〜
１８
日

　
の
土
・
日
曜
日
、
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
税
務
課 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
　 

  

●
県
税
の
休
日
納
税
窓
口

　
を
開
設 

  

　
東
尾
張
県
税
事
務
所
で
、
県

税
の
休
日
納
税
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１７
日
　
・
１８
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
１２
月
１８
日
　
は
愛
知
県
内
の

す
べ
て
の
県
税
事
務
所
が
納
税

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
（
高

辻
軽
油
引
取
税
課
を
除
く
）
。 

▼
業
務
内
容
　
県
税
の
収
納
業

務
の
み
（
来
所
の
際
に
は
、
納

付
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

▼
問
合
先
　
東
尾
張
県
税
事
務

所
徴
収
担
当
（
春
日
井
市
鳥
居

松
町
３
―
６５
☎
０
５
６
８
―
８

１
―
３
１
９
１
） 
  

●
消
費
税
の
簡
易
課
税
制

　
度
を
選
択
す
る
個
人
事

　
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

  
　
平
成
１７
年
に
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
っ
た
人
、
平
成
１８
年

に
お
い
て
課
税
事
業
者
で
あ
る

人
は
、
い
ず
れ
も
平
成
１７
年
１２

月
３１
日
ま
で
に
「
簡
易
課
税
制

度
選
択
届
出
書
」
を
税
務
署
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書
」
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
の

窓
口
で
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か

ら
も
取
り
出
し
、
使
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

★
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
… 

 

▼
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
☎
０
５
６
８
―
７

２
―
２
１
１
１
内
線
３
１
２
） 
        

●
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

　
ー
パ
ー
ト
職
員 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
受

付
お
よ
び
事
務
に
携
わ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
勤
務
内
容
　
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
受
付
事

務
等
）
、
施
設
管
理
（
閉
館
の

作
業
を
含
む
）
、
そ
の
他
事
務

処
理 

▼
勤
務
日
・
時
間
　 

★
火
〜
金
曜
日
…
午
後
５
時
３０

分
〜
９
時
３０
分 

★
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
３０
分
（
時
差

勤
務
有
り
） 

※
い
ず
れ
も
週
２９
時
間
以
内
の

勤
務
で
す
。 

▼
賃
金
　
大
学
生
１
時
間
８
０

０
円 

▼
採
用
人
数
　
若
干
名 

▼
採
用
予
定
日
　
随
時 

▼
応
募
期
間
　
１２
月
１
日
　
〜

１５
日
　
（
た
だ
し
、
月
曜
日
は

休
館
日
） 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
尾
北
看
護
専
門
学
校
教
員 

  

　
社
団
法
人
尾
北
医
師
会
で
は
、

教
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
採
用
人
数
　
３
人
　 

▼
資
格
　
５０
歳
未
満
で
看
護
師

（
助
産
師
）資
格
を
有
し
、５
年

以
上
業
務
に
従
事
し
た
者
（
教

員
養
成
講
習
会
終
了
者
歓
迎
） 

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
１８
年
４

月
１
日 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
１５
分 

▼
休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日 

▼
給
与
等
　
医
師
会
給
与
規
定

に
よ
る
　 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
、
免
許

の
写（
提
出
期
限
１２
月
２０
日
　
） 

▼
提
出
・
問
合
先
　
学
校
人
事

担
当
（
☎
９
５
―
７
０
２
２
） 

 

（日） 

（日） 

（土） 

（日） 

（日） 

（木） 

（火） 

（木） 
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●
放
送
大
学
学
生
　 

  

　
放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正

規
の
大
学
（
教
養
学
部
・
大
学

院
文
化
科
学
研
究
科
）
で
す
。 

　
平
成
１８
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
教
養
学
部
、
大
学
院

修
士
選
科
生
・
科
目
生
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
す
る
学
部
学
生 

①
全
科
履
修
生
…
卒
業
を
目
指

す
学
生
で
す
。
４
年
以
上
在
学

し
所
定
の
１
２
４
単
位
以
上
修

得
す
れ
ば
「
学
士
（
教
養
）
」

の
学
位
が
得
ら
れ
ま
す
。 

②
選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学 

③
科
目
履
修
生
…
半
年
間
在
学 

※
①
は
１８
歳
以
上
で
高
校
卒
業

の
資
格
が
必
要
で
す
。
②
、
③

は
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。
①
〜
③

と
も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。 

▼
募
集
す
る
大
学
院
生 

④
修
士
選
科
生
…
１
年
間
在
学 

⑤
修
士
科
目
生
…
半
年
間
在
学 

※
④
、
⑤
は
１８
歳
以
上
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。 

▼
願
書
受
付
期
間
　
教
養
学
部
・

大
学
院
修
士
選
科
生
・
科
目
生

…
１２
月
１５
日
　
〜
平
成
１８
年
２

月
２８
日
　  

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
募
集

要
項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
放
送
大
学

愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
４
６

６
―
０
８
２
５
名
古
屋
市
昭
和

区
八
事
本
町
１
０
１
―
２
中
京

大
学
内
、
☎
０
５
２
―
８
３
１

―
１
７
７
１
　
０
５
２
―
８
３

１
―
１
７
７
７
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　
　
　
　
　
）
　 

        

●
労
働
関
係
基
本
講
座 

  

▼
と
き
　
１２
月
１５
日
　
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
勤
労
福
祉
会

館
研
修
室 

▼
内
容
・
講
師
　 

第
１
部
…
「
知
っ
て
お
き
た
い

働
く
時
の
基
礎
知
識
」
、
講
師

…
冨
田
高
子
さ
ん
（
あ
か
つ
き

社
労
士
事
務
所
） 

第
２
部
…
「
こ
ん
な
と
き
ど
う

す
る
？
　
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」
、

講
師
…
尾
張
事
務
所
職
員 

▼
対
象
　
勤
労
者
、
一
般
の
皆

さ
ん 

▼
定
員
　
５０
人 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
期
間
　
１２
月
１
日
　
〜

１４
日
　
（
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
尾
張
事
務

所
産
業
労
働
課
労
働
分
室
（
☎

０
５
８
６
―
７
７
―
４
１
８

１
） 

      

　 
 

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

　
接
種
が
変
わ
り
ま
す 
  

　
予
防
接
種
施
行
令
等
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１８
年
４
月
１
日

か
ら
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種
接
種
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
変
更
の
内
容
は
表
の
と

お
り
で
す
。 

　
な
お
、
平
成
１７
年
２
・
３
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成

１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
麻
し
ん
・

風
し
ん
両
方
の
予
防
接
種
を
終

了
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

４
月
以
降
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

▼
麻
し
ん
予
防
接
種
実
施
日
　

１２
月
２６
日
　
、
平
成
１８
年
１
月

１１
日
　
・
２６
日
　
、
２
月
１
日

　
・
８
日
　
、
３
月
１
日
　
・

９
日
　
・
３１
日
　 

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
風
し
ん
予
防
接
種
実
施
日 

１２
月
１５
日
　
、
平
成
１８
年
１
月

２７
日
　
・
３０
日
　
、
２
月
３
日

　
・
９
日
　
、
３
月
３
日
　
・

８
日
　
・
２９
日
　 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

　 
       

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
物
品
の
や
り
と
り
は
、

当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
１１
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
小
型
耕
う
ん
機
、

デ
ジ
タ
ル
ピ
ア
ノ
、
子
ど
も
用

自
動
車
、
岩
倉
幼
稚
園
制
服
、

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル 

▼
求
め
ま
す
　
お
ん
ぶ
・
だ
っ

こ
兼
用
ひ
も
、
赤
ち
ゃ
ん
用
爪

切
り
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
水
温
計
、

曽
野
幼
稚
園
制
服
、
室
内
用
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
ベ
ビ
ー
バ
ス

チ
ェ
ア
ー
、
冬
用
の
ジ
ャ
ー
ジ
、

自
転
車
、
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー 

▼
あ
げ
ま
す
　
電
子
オ
ル
ガ
ン
、

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
カ
ー
シ
ー

ト
、
バ
ウ
ン
サ
ー
、
自
転
車 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

 

（木） 

（火） 

（木） 

（木） 

（月） 

（水） 

（水） 

（水） 

（水） 

（木） 

（木） 

（金） 

（木） （木） 

（水） 

（水） 

（金） 

（金） 

（金） 

（月） 

（水） 

 

a
ir.a
c
.jp
/h
p http

://w
w
w
.u
-

※対象年齢であっても、下記①・②に該当する場合は、混合ワクチンの接種ができなくなりますの 
　でご注意下さい。 
①麻しん・風しんのどちらかの予防接種をすでに受けている人 
②麻しん・風しんのどちらかの疾患にかかった人 

ワクチン 麻しん・風しん単独ワクチン 
現行（平成１８年３月３１日まで） 改　正　後　　　（平成１８年４月１日以降） 

麻しん・風しん混合ワクチン 
１歳～２歳未満 

混合ワクチンを第１期・第２期で接種（計２回） 

５歳～７歳未満の人で小学校就学前の人 
第１期 
第２期 

１歳～７歳６か月未満 

麻しん・風しん単独ワクチンを 
それぞれ１回ずつ接種 

対象年齢 

接種回数 

と
み
　
た
　
た
か
　
こ 

相 談 
その他 

健康  

講座  
教室  
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要
項
の
請
求
が
で
き
ま
す

 

▼
申
込
期
間
　
１
月
１
日
　
〜

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

観
光
係（
☎
３
８

５
８
１
２
） 

　 
 

　
１２
月
４
日
〜
１０
日 

●
人
権
週
間 

  

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
１

９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
）
１２
月

１０
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て

国
際
連
合
は
、１２
月
１０
日
を
「
人

権
デ
ー
（H

um
an Rights D

ay

）

と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に

対
し
、
人
権
思
想
の
啓
発
の
た

め
の
行
事
を
毎
年
実
施
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
ま
す
。 

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
各
関
係
機
関

お
よ
び
団
体
の
協
力
を
得
て
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間（
１２
月
４
日
〜
１０
日
）

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広

く
国
民
に
人
権
デ
ー
の
意
義
を

訴
え
る
と
と
も
に
人
権
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
第
５７
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、 

・
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　 

人
権
意
識
　
―
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

― ・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う 

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う ・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う 

な
ど
、
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
人
権

週
間
を
中
心
と
し
て
次
の
よ
う

な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

 

★
１２
月
１
日
　
…
名
鉄
百
貨
店

１０
階
で
、
人
権
相
談
、
法
律
相

談
、
子
ど
も
の
人
権
相
談
、
女

性
の
た
め
の
人
権
相
談
、
外
国

人
の
た
め
の
人
権
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。 

★
１２
月
１０
日
　
…
金
山
総
合
駅

コ
ン
コ
ー
ス
で
、
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
の
選
手
に
よ
る
サ
イ
ン
会
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
物
品
の

配
布
、
「
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会
」

の
最
優
秀
賞
お
よ
び
特
別
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

★
こ
の
他
に
、
金
山
総
合
駅
構

内
で
ポ
ス
タ
ー
・
懸
垂
幕
の
掲

示
や
電
光
掲
示
、
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄

の
各
電
車
内
や
駅
構
内
の
放
送

な
ど
を
使
用
し
て
人
権
週
間
の

周
知
が
図
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
名
古
屋
法
務
局
一
宮

支
局
と
一
宮
人
権
擁
護
委
員
会

協
議
会
で
は
、
街
頭
啓
発
や
特

設
人
権
相
談
所
の
開
設
な
ど
を

行
っ
て
、
人
権
意
識
の
普
及
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。 

岩
倉
市
の
人
権
相
談 

　
岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委
員
に

よ
り
、
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
市
役
所
１

階
市
民
相
談
室
で
、
人
権
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に

つ
い
て
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。 

１２
月
の
特
設
人
権
相
談 

▼
と
き
　
１２
月
９
日
　
午
後
１

時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室
２ 

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
担
当
官 

岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委
員 

★
福
冨
富
貴
子
（
下
本
町
天
神

塚
５５
―
３
☎
３
７
―
２
５
３
２
） 

★
井
上
裕
介
（
八
剱
町
池
田
３０

―
２
☎
３
８
―
２
８
９
２
） 

★
鵜
飼
洋
子
（
下
本
町
丸
之
内

１
３
４
☎
３
７
―
１
６
６
４
） 

★
宮
田
浩
明
（
北
島
町
１
３
１

８
☎
３
７
―
０
６
９
３
） 

街
頭
啓
発 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
９
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
岩
倉
駅
前
、

午
前
１０
時
〜
ユ
ー
ス
ト
ア
八
剱

店 人
権
作
品
展
　
「
人
権
を
理
解

す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
一
宮

支
局
管
内
入
賞
作
品 

▼
と
き
　
人
権
週
間
中 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

常
駐
人
権
相
談
　
一
宮
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
の
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
、
常
駐
人
権
相
談
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
は
除
く
）
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
名
古
屋
法
務
局
一

宮
支
局
相
談
室 

▼
相
談
内
容
　
人
権
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
も
の
　 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
法
務
局
一

宮
支
局
（
一
宮
市
公
園
通
４
―

１７
―
３
☎
０
５
８
６
―
７
１
―

０
６
０
０
） 

  

●
１２
月
２
日
は
社
会
保
険

　
労
務
士
の
日 

  

　
社
会
保
険
労
務
士
が
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
無
料
で
お
応
え
し

ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
４
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
ユ
ニ
ー
岩
倉
店 

▼
相
談
内
容
　
「
自
分
の
年
金

は
ど
う
な
る
の
か
」「
定
年
だ
け

ど
再
就
職
は
ど
う
し
よ
う
か
」

な
ど 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
社
会
保
険

労
務
士
会
尾
張
支
部
（
☎
５
２

―
１
８
０
６
） 

 

（木

（金） 

（土） 

（金） 

（日） 

（木） 

ふ
く
　

と
み
　
ふ
　
き
　
こ 

う
　
か
い
　

よ
う
　
こ 

み
や
　
た
　
こ
う
　

め
い 

い
の
　

う
え
　

ゆ
う
　

す
け 

※
　
①
②

　冬は、１年中で最も空気が汚れやすい季節です。また、
地球温暖化をもたらす二酸化炭素濃度が年々増え続けて
います。家庭でできる小さな心がけや事業所の皆さんの
取り組みで、地球温暖化・大気汚染を防止しましょう。 
家庭 
★外出時には、公共交通機関や自転車を利用しましょう。 
★暖房温度は２０℃以下に設定しましょう。 
★駐停車時の不要なアイドリングはやめましょう。 
★不要な照明・電気製品の電源をこまめに消しましょう。 
★お風呂は家族が続けて入るようにしましょう。 
★給湯器の設定温度をできるだけ低くしましょう。 
事業所 
★不要な照明・ＯＡ機器の電源はこまめに消しましょう。 
★暖房温度は２０℃以下に設定しましょう。 
★貨物輸送の効率化を進め、自動車の走行量を減らしま
しょう。 
★駐停車時の不必要なアイドリングを自粛しましょう。 
★より低公害な自動車を積極的に使用しましょう。 
★良質燃料の使用や燃焼管理の徹底を図りましょう。 
　問合先　愛知県環境部大気環境課規制グループ（☎０
５２―９５４―６２１５） 

地球温暖化防止・大気汚染防止推進月間 
 

▼
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ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
年
末
の
交
通
安
全
県
民

　
運
動
　 

  

　
１
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻
が

最
も
早
い
こ
の
時
期
は
、
夕
暮

れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交

通
事
故
が
毎
年
多
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
忘
年
会
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
１２
月
は
交
通
事
故
の
最
も
多

発
す
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
昨

年
は
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
安
全
運
転
の
励
行
と
高

齢
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
の
実

行
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
、

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
年
末
の
交

通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

▼
重
点
期
間
　
１２
月
１
日
　
〜

１０
日
　 

▼
重
点
目
標 

・
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う 

・
ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動
（
夕

暮
れ
時
の
前
照
灯
早
め
点
灯
運

動
）
を
進
め
よ
う 

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く

そ
う 

・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動（
交

差
点
で
黄
信
号
も
止
ま
る
運
動
）

を
推
進
し
よ
う
　 

 

　 ●
年
末
・
年
始
地
域
安
全

　
（
防
犯
）
運
動 

 

　
年
末
・
年
始
は
、
空
き
巣
、

車
上
ね
ら
い
、
ひ
っ
た
く
り
な

ど
、
窃
盗
の
犯
罪
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
年

末
・
年
始
に
お
け
る
地
域
安
全

（
防
犯
）
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
岩
倉
市
内
で
は
、
各
地
区
で
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯

罪
件
数
を
減
ら
す
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。 

　
安
全
で
明
る
い
年
の
瀬
を
過

ご
し
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
犯
罪
の
防
止
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

▼
重
点
期
間
　
１２
月
１
日
　
〜

平
成
１８
年
１
月
１０
日
　 

▼
重
点
目
標 

・
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防
止 

・
悪
質
商
法
被
害
の
防
止 

・
少
年
に
有
害
な
環
境
の
浄
化 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
年
末
・
年
始

を
安
全
に 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０

内
線
２
６
２
） 

（木） 

（木） 

（火） 

（土） 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

　
今
回
、
岩
倉
と
ゆ
か
り
の
あ

る
「
山
内
一
豊
」
の
関
連
図
書

が
数
多
く
入
荷
し
ま
し
た
。 

 

★
山
内
一
豊
の
す
べ
て
（
小
和

田
哲
男
） 

★
検
証
・
山
内
一
豊
伝
説
（
渡

部
淳
） 

★
三
番
手
の
男
（
童
門
冬
二
） 

★
山
内
一
豊
（
山
本
大
） 

★
山
内
一
豊
の
妻
（
楠
戸
義
昭
）

★
山
内
一
豊
と
妻
千
代
（
中
島

道
子
） 

★
一
豊
と
千
代
（
大
栗
丹
後
） 

★
山
内
一
豊
の
妻
と
戦
国
女
性

の
謎
（
加
来
耕
三
） 

★
山
内
一
豊
（
小
和
田
哲
男
） 

★
山
内
一
豊
・
土
佐
二
十
万
石

へ
の
道
（
新
人
物
往
来
社
） 

　１２月１日は世界エイズデーです。この機会にエイズ
についての正しい知識を持ち、エイズの予防について考
えてみましょう。 
エイズってなに？ 
　エイズ（後天性免疫不全症候群）は、エイズウイルス
（ＨＩＶ）によって体の抵抗力が壊れてしまう病気です。
感染後は、何も症状が現れませんが、症状がないにもか
かわらず、性行為などにより他人にうつる状態にある期
間（潜伏期）が長く続きます。潜伏期は６か月から１０
年以上ある場合もあります。 
日本でも感染者増加中！ 
　日本では報道が少なくなっているエイズですが、現在
もなお、世界中で増え続けています。もちろん日本も例
外ではありません。厚生労働省によると６月末までに、
ＨＩＶ感染者は全国で６,９３８人、エイズ発症者は３,
４４５人となっています。 
エイズに感染する可能性は誰でもあります。予防が大
切！ 
　ＨＩＶは主に血液と精液や膣分泌液に含まれ、これら
が感染源になり、粘膜や傷口から感染します。 
　現在、男女間の性行為による感染が増えており、ＨＩ
Ｖ感染の８６．７％を占めています。 
性行為感染を予防しよう！ 
★不特定多数の人との性交渉は避ける。 

★性交渉をもつときには、コンドームを使用する。 
また、コンドームを正しく使うことが大切です。 
エイズは日常生活では感染しません 
　ＨＩＶは感染力が弱く、空気感染はありませんので、
咳やくしゃみ、握手などではうつりません。もし、あな
たの周りに感染している人がいたら、今までと変わらな
い態度をとり、周囲の人たちに理解してもらうよう働き
かけましょう。 
ＨＩＶ感染＝死ではない！ 
　現在ではＨＩＶ量や免疫力を定期的にはかり、時期に
応じて治療を行うことで、かなりの効果が期待されるよ
うになってきています。「感染＝死」と早合点しないで
不安がある場合には、まず感染しているかどうか確かめ
ることが大切です。 
感染が心配？　そのときは検査を 
　愛知県下の保健所では匿名・無料検査を受け付けてい
ます。検査の結果は本人に直接お伝えします。詳しくは
お問い合わせください。 
　ただし、ＨＩＶがからだに侵入することによりできる
「抗体」の有無で判定するため、感染の機会があった時
点から８週間以降に検査を受けるようにしてください。 
　問合先　ＨＩＶ抗体検査については、江南保健所（☎
５６―２１５７）、エイズについての相談は、愛知県エ
イズ情報センター（☎０５２―９７２―９２００） 

１２月１日は世界エイズデー 

▼
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●
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度 

　
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

　
を
お
手
伝
い
し
ま
す 

  

　
気
軽
に
、ま
ず
相
談
。
解
雇
・

配
置
転
換
・
賃
下
げ
・
セ
ク
ハ

ラ
・
い
じ
め
な
ど
労
働
者
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
職
場
で
の
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
を
愛
知
労
働
局

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

▼
相
談
先
　
江
南
労
働
基
準
監

督
署
内
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
（
☎
５
４
―
２
４
４
３
）
ま

た
は
、
栄
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
・
名
駅
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
な
ど
最
寄
り
の
コ
ー
ナ

ー
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  

　 　
） 

　 
 

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
　 

  

●
子
育
て
相
談 

 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
に
不
安
や
心
配
、
悩

み
は
つ
き
も
の
で
す
。
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
も
、
１
人
で
考
え

込
ま
な
い
で
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
　

表
の
と
お
り 

 

 

 

市 民相談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１２月　４日（日）・１８日（日）午後１時～３時 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１２月　５日（月）・１９日（月）午後１時～３
時３０分 
■知的障害者相談 
１２月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１２月　９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１２月　９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１２月１３日（火）・２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け
付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
１２月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
１２月１６日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
１２月２６日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩み
は、一人でくよくよしていても、何の解決にもな
りません。経験豊かなボランティアが電話で相談
をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝
日、振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

 
 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

大地町小森５ 
☎　３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　３８―２３８７ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

製造事業所の皆様へ　工業統計調査にご協力を 
　経済産業省では、１７年工業統計調査を平成１７年１２月３１日現在
で実施します。 
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を
明らかにすることを目的として調査します。調査結果は、国や地方公共
団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとともに、企業、大
学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されてい
るところです。皆様から提出していただく調査票については、統計法に
基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願いいた
します。 
　問合先　愛知県企画振興部統計課工業統計グループ（☎０５２―９５
４―６１０６）または、商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

http://w
w
w
.aichi-rodo.g

o 
.jp

▼
 

や
ま
　
だ
　
か
ず
　
ゆ
き 

Advice and Consultation for foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
　４．Des（Sun）、１８．Des（Sun） 
１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros 
(Associacao de Internacional de Iwakura) 
　４／dezembro（domingo）、 
１８／dezembro（domingo）Das 
１３：００～１５：００hs 
 

～ ＾ 
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島
雄
一
、
知
美
さ
ん
の
長
男
爽

汰
く
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
甘
え
ん
坊
で
泣
き
虫
の
爽
汰
。
テ

レ
ビ
で
大
好
き
な
ワ
ン
ワ
ン
を
見
つ

け
る
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
で
も
画
面
が

変
わ
る
と
、
い
つ
も
泣
き
出
し
て
し

ま
う
ね
。
そ
ん
な
爽
汰
が
、
パ
パ
と

マ
マ
は
大
好
き
だ
よ
。
 

　
何
で
も
の
ん
び
り
屋
で
、
「
ま
だ

か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
し
ま
う
時
も
あ

る
け
ど
慌
て
な
く
て
い
い
よ
。
ゆ
っ

く
り
ゆ
っ
く
り
爽
汰
の
ペ
ー
ス
で
歩

ん
で
行
け
ば
い
い
か
ら
ね
。
ず
っ
と

後
ろ
で
見
守
っ
て
る
よ
。
 

た
か
　

し
ま
　

ゆ
う
　

い
ち 

と
も
　
み 

爽
汰
く
ん 

そ
う
　
た 

　１１月３日（木）から６日（日）まで、総合体育文化セン
ターで市民文化祭が開催され、８，５００人の皆さんが訪れ
ました。 
　美術展、市民展、生花展、盆栽展、児童・生徒作品展には、
数多くの作品が出品され、訪れた人たちの目を楽しませてい
ました。 
　また、５日、６日には２階ラウンジで岩倉市茶花道連盟に
よる茶席が設けられ、抹茶をおいしそうにいただく親子連れ
も見受けられました。 
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非常持出品の用意 くり   はら ゆう　きち 

●あいち防災リーダー　　栗原　勇吉 

　
河
村
政
春
、
ゆ
か
り
さ
ん
の
長
男

夢
叶
く
ん
（
２
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
夢
叶
が
産
ま
れ
て
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
で
困
ら
せ

て
ば
か
り
だ
け
ど
元
気
が
１
番
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く
と
大
き

く
育
っ
て
く
だ
さ
い
。
早
く
オ
ム
ツ

が
外
れ
る
と
い
い
ね
。
皆
で
一
緒
に

頑
張
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
ね
。
優
し

く
て
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
ち
ま

す
よ
う
に
！！
 

か
わ
　
む
ら
　

ま
さ
　

は
る 

　災害が起きたとき、まず必要となるのが「水」
です。必要最小限その他、食料品、防災用具、燃
料、衣料用品なども準備しておきましょう。 
　また、現金小銭、預金通帳、印鑑などの貴重品
や必要品を用意しましょう。 

夢
叶
く
ん 

ゆ
う  

と 

非常持出品のポイント 

非常持出品 

①荷物は最小限にまとめる 
②リュックサックなど両手が使える背負い
　式の物を準備 
③地震の発生により割れた、ガラスの散乱
　することもあるので枕元に底の厚いスリ
　ッパ、靴など準備 
④常備薬や、眼鏡の 
　予備、入れ歯など 
　も忘れずに準備、 
　赤ちゃんがいる場 
　合は、ほ乳ビンや 
　粉ミルクなども忘 
　れずに 

１､食料品関係 
飲料水・乾パン・缶
詰・レトルト食品・
粉ミルク・ほ乳瓶・
クラッカーなど 

２、貴重品 
 

５、防災用品 
３、衣類関係 

下着・靴下・雨
具・タオル・バ
スタオルなど 

４、医療用品 
三角巾・包帯・ガーゼ・
消毒薬・ティッシュペー
パー・ウェッ
トティッシュ・
紙おむつ・生
理用品など 

現金（小銭も必要）・
預金通帳や有価証券の
写し・健康
保険証・印
鑑など 

携帯ラジオ・ヘルメット・
防災ずきん、ロープ・の
こぎり・バール（人命救
助、倒壊、家屋
の除去に役立ち
ます）、懐中電
灯（予備用の電
池）など 
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岩 高 生 の 今 ！岩 高 生 の 今 ！
Ｉ
Ｔ
全
国
大
会
で
５
位
入
賞
 

　
８
月
５
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
２５
回
全
国
高

等
学
校
Ｉ
Ｔ
・
簿
記
選
手
権
大
会
（
学
校
法
人

立
志
舎
主
催
・
文
部
科
学
省
後
援
）
Ｉ
Ｔ
部
門

の
部
で
見
事
団
体
戦
５
位
（
写
真
上
段
右
か
ら
、

３
年
井
奈
波
和
也
君
・
２
年
山
田
朋
範
君
・
３

年
山
田
裕
美
さ
ん
、
下
段
右
か
ら
、
３
年
林
大

喜
君
・
３
年
濱
洲
達
也
君
・
２
年
丹
羽
佑
輔
君
・

２
年
松
岡
正
人
君
）
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

カ
ナ
ダ
か
ら
留
学
生
が
来
ま
し
た
 

        　
メ
キ
シ
コ
人
留
学
生
ル
カ
君
の
帰
国
か
ら
２

か
月
、
今
度
は
カ
ナ
ダ
か
ら
デ
レ
ッ
ク
・
カ
デ

ィ
ン
グ
ト
ン
君
（
１７
歳
）
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

来
年
７
月
ま
で
八
剱
町
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

す
の
で
、
見
掛
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
話
し
か
け

て
く
だ
さ
い
。
 

就
職
選
考
試
験
で
１
０
０
％
内
定
達
成
 

　
９
月
１６
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
高
校
生
の
就
職

選
考
試
験
に
４１
名
が
臨
み
、
開
校
以
来
初
の
一

次
試
験
全
員
内
定
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
映
画
研
究
部
の
活
動
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ

オ
番
組
「
ハ
イ
パ
ー
ナ
イ
ト
」
の
「
魁
！
　

部
活
塾
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
１１
月
９
日
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
映
画
研
究
部
で
は
、「
野
球
部
物
語
」
「
サ

ル
サ
お
ど
り
」
と
い
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
製
作
し
ま
し
た
。
 

デレックです 

C
B
C
ラ
ジ
オ
 

西
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
来
校
 

３年　中島良枝さん（岩倉中学校卒業） 
　夏休みから毎日学校に出てきて、勉強、面接練習をしてきました。進路の先生を始
め、担任の先生やたくさんの先生のあたたかい声援をうけ、就職試験に挑戦し、無事
内定をもらうことができました。 
　岩倉総合高等学校の卒業生として、社会に出て恥じないように、次の社会人として
の生活に生かしていけるような残りの高校生活を送りたいと思います。 

第１次試験合格率、愛知県Ｎｏ.１です！ 

現３年 
 

卒業年度 

１７年度 

３２５ 

１００％ 

１００％ 

１６年度 

２９４ 

８７.８％ 

１００％ 

１５年度 

２８４ 

９１.２％ 

１００％ 

１４年度 

２７２ 

７４.３％ 

１００％ 

１３年度 

３３６ 

７２.９％ 

１００％ 

求人数（９月末） 
 
 

１次内定率 

最終内定率 

は
ま
　
す
　
た
つ
　
や 

き 

い
　
な

　
ば
　
か
ず
　
や 

は
や
し
　

だ
い 

に
　
わ
　
ゆ
う
　

す
け 

や
ま
　
だ
　
と
も
　
の
り 

ま
つ
　

お
か
　
ま
さ
　
と 

や
ま
　
だ
　
ゆ
　
み 

なか  しま  よし    え 

岩倉総合高等学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

 

小さな大道芸人？！　  
～いわくら市民ふれ愛まつり２００５～ 

　１１月６日、総合体育文化センター多目的ホールで
市民音楽祭が開催されました。昭和４６年から開催さ
れている音楽祭も今年で３４回目。岩倉市ジュニアオ
ーケストラを始めとする１６団体２９２人が参加し、
日ごろの練習の成果を披露しました。 
　最後に出演した岩倉市民吹奏楽団は、宮崎駿アニメ
や時代劇の曲をメドレーで演奏。完成度が高く、迫力
のある演奏に観客の皆さんから盛大な拍手が送られて
いました。 

　１１月１２・１３日、総合体育文化センタ
ーで「いわくら市民ふれ愛まつり２００５」が開
催され約１７，５００人の市民の皆さんが訪れまし
た。 
　訪れた皆さんは、会場で行われたさまざま
なイベントを通して、家族や友達との「ふれ
愛」を楽しみました。 
　バザール会場で行われた大人気の催し物大
道芸人ショーでは、たくさんの人たちが輪に
なって集まり、とびこみで大道芸人と競演し
た子どもに、大きな歓声を送っていました。 

伝えよう平和への想い   
～戦後６０年等平和祈念事業～ 

　今年は戦後６０年、また岩倉市核兵器廃絶平和
都市宣言をしてから１０年という節目を迎えるこ
とを祈念し、平和祈念事業の一つとして「戦争資
料展」が１１月３日から６日まで総合体育文化セ
ンターで開かれました。 
　資料展には、市内外から集まった軍服や千人針
など約２００点の資料が展示され、４日間で延べ
１，５００人が来場。また、３日には市内在住の戦
争経験者７人が戦争の体験談を語る「戦争の語り
部」も開かれ、戦争の悲惨さや平和への想いを伝
えました。 

練習の成果を発表　　    
～市民音楽祭～ 

 

みや ざき　はやお 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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　休日急病診療（加藤芳幸　かみのクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査　 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館）　★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん 

★三種混合 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 

★母親教室第２回 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

火 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，581人（＋50人） 
            男性/24，186人（＋26人） 
            女性/24，395人（＋24人） 
          世帯数/19,658世帯（＋51世帯） 
                （11月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～曽野町かいわい～ 

　幼川橋北側の五条川左岸に曽野休憩所があります。 
　この休憩所は、尾北自然歩道の休憩所として平成４
年度に整備され、五条川を散策する人たちの憩いの場
となっています。 
　このあたりは、昔、五条川が大きく南から東側に回
りこんでいた場所で、昭和１１年から１４年にかけて
五条川の改修工事が行われた際に、縄文時代晩期から
古墳時代の石器や土器などが多数出土しました。 
　この対岸には、市内でも数少ない竹林があります。
岩倉市では、愛知県と連携しながらこの貴重な竹林の
保全とあわせて、五条川の生態系を豊かにするための
多自然型護岸の整備を進めています。 

�		

じ 


